






























































竹田晃子・新井小枝子が手分けして取り組んだ。第 l回目の作業は 2006年 8月"'2007
年 5月に行った。第 l回目の作業終了後 作業上の問題点を整理するとともにデータの追













付録」の i1 O. 1.全国方言準備調査調査票」に提示している。収録項目数は，質問文ベ
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ースで音韻 14・語葉 124・文法 187(計325)，分析対象項目ベースで音韻32・語藁 143・
文法223(計398)である(分野別の割合は，質問文ベース:音韻4%・語葉38%・文法58%，
分析対象項目ベース:音韻8%・語葉36%・文法56%)。
この準備調査項目で全国調査を行い，その結果をともに，具体的な項目・対象話者・地
点数等の検討を経て，全国方言の本調査の実施を目指すことになると計画した。
3.4調査の実施
①調査体制・担当者
準備調査は， 2章に述べた「全国方言調査委員会」のメンバーが実施した。調査を担当
した地域を括弧の中に記し，列挙する。
朝日祥之(愛知県名古屋市)，新井小枝子(栃木県さくら市，埼玉県上里町)，大西拓一
郎(富山県砺波市，鹿児島県南九州市)，沖裕子(長野県松本市，岐阜県高山市)，狩俣繁
久(沖縄県那覇市，沖縄県石垣市)，岸江信介(徳島県徳島市，香川県東かがわ市，高知県
南国市)，木部暢子(鹿児島県日置市)，小西いずみ(岡山県笠岡市，広島県三次市，佐賀
県武雄市)，小林隆(宮城県仙台市，福島県会津若松市)，渋谷勝己(京都府京都市，和歌
山県岩出市)，杉村孝夫(福岡県福岡市，大分県豊後高田市)，高橋顕志(群馬県前橋市)， 
高木千恵(大阪府大阪市，奈良県田原本町)，竹田晃子(青森県平川市，岩手県盛岡市，山
形県米沢市)，都染直也(兵庫県姫路市)，中井精一(富山県富山市，石川県小松市)，日高
水穂(秋田県秋田市)，松木礼子(京都府与謝野町，山口県光市)，松丸真大(滋賀県高島
市)，三井はるみ(東京都品川区，東京都立川市)，吉田雅子(新潟県十日町市，山梨県早
川町)
②話者の条件
話者の条件は次のように設定した。
-年齢 調査時点で 70代以上(ただし，言語感覚が優れているなど余人をもって代えがた
い話者においては60代も可)
-性別男女は問わない
・居住歴 生え抜きを基本とするが，言語形成期(15歳まで)を含む他地域への移動がおお
むね 5'"1 0年以内におさまるならば可とする。なお，同一市区町村(いわゆる平成大合
併以前の行政界)内での移動は移動と見なさない(ただし，同一市区町村内でも方言区画
が大きく異なる等のケースについては，方言学的知見に基づき各調査者で判断する)。
③報告方法
語形の表記方法は，日本の方言学で通用しているブロードなIPA表記に従うこととし，
調査票そのもののコピーを国立国語研究所の研究室に郵送してもらうことで報告にあてる
こととした。
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(以上は， w全国方言準備調査票』に記した「解説Jr手引き」をもとに改稿したものであ
る。)
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